
　本年 4月に発生した熊本地震から，間もなく 2カ月が経
過しようとしています．徐々に復旧活動が進み，また一連
の地震後に中止されていた熊本城のライトアップが再開さ
れたりと明るいニュースも届きますが，被災地はまだまだ
大変な状況が続いており，あらためて，被災された方々に
謹んでお見舞い申し上げますとともに，一日も早い復興を
お祈りいたします．
　今回，全国から多くの支援活動が展開されましたが，臨
床検査も例外ではありませんでした．臨床検査の関連学
会・団体を中心にさまざまな支援が速やかになされ，被災
地の医療支援に貢献したと理解しておりますし，これに
は，東日本大震災のときの支援活動の経験が大きかったと
伺っています．本号の「オピニオン」の「災害と支援」に
過去の事例から学ぶことの重要性，災害医療教育に関する
提言があり，かみしめて読ませていただきました．地震に
限らず，災害時の対応を平時から考えておく必要性は常に
いわれていることですが，臨床検査も例外でないこと，認
識を新たにいたしました．臨床検査に携わる者として，今
回の被災地での検査の状況とそれへの対応・支援を検証
し，将来の災害時の的確な臨床検査のあり方に資する努力
が重要と思います．
　本号は，いつもにも増して，各領域のバラエティーに富
んだ原稿が目立ちます．ぜひ，お目通しください．本日，
梅雨入り宣言がなされ，実際，朝から雨が降っております
が，本号がお手元に届くころは暑い夏と思います．どう
ぞ，皆さま，お体を大事にされ，夏を乗り切られるようお
祈りいたします． （矢冨　裕）
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編集室より
“2016年問題”をご存知でしょうか．オリンピックの開催
に向けて，今年をピークに首都圏のコンサートホールや
ライブハウスの閉鎖・改修が相次いで，会場不足になっ
ている問題です．中規模の会場は 2020年後も席数が回復
しないようで，困ったものです．代わりに野外の会場
で，といきたいところですが，足腰の負担などを考える
と，色々とキツい年齢になってきました． （T）

病気のはなし
悪性リンパ腫   是澤里紗，他
フォーカス
わが国における麻疹対策の現状と課題   駒瀬勝啓
技術講座
微生物：マイコプラズマ肺炎の迅速診断検査 
   杵渕貴洋

病理：病理組織標本作製における 
各種脱灰方法の選択   磯﨑　勝

生理：機能的残気量・肺拡散能力検査 
─測定方法と結果の解釈   大久保輝男
人の心に寄り添う医療人になる・9
【対談】万物は渋滞する～「行動，言葉，思考， 
人，社会」流れを止めない～・3 
   西成活裕，山藤　賢

疾患と検査値の推移
新生児溶血性疾患（HDN）   中村健治，他
忘れられない症例から学ぶ超音波検査・13
乳癌検診で乳房超音波検査が有用であった 1症例 
   松元香緒里
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